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最
近
、
都
市
部
で

の
集
中
豪
雨
に
よ

る
水
害
が
多
発
し

て
い
る
。
名
古
屋

や
千
葉
な
ど
排
水

対
策
に
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
て

も
被
害
に
あ
っ
て
い
る
。
都
市

部
の
雨
水
対
策
は
計
画
雨
量
に

対
し
て
整
備
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
異
常
気
象
に
伴
う
よ
う
な

集
中
豪
雨
の
際
に
は
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
を
超
え
て
し
ま
い
内

水
氾
濫
を
起
こ
し
て
し
ま
う
。

「
異
常
」
気
象
と
い
わ
れ
る
状

況
が
毎
年
続
い
て
い
る
が
、
そ

の
内
こ
の
「
異
常
」
が
通
常
と

な
れ
ば
今
の
雨
水
対
策
イ
ン
フ

ラ
で
は
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま

う
し
、
追
加
で
整
備
し
よ
う
に

も
都
市
化
に
よ
り
ス
ペ
ー
ス
が

な
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
そ

れ
も
難
し
い
だ
ろ
う
。
こ
う
な

る
と
ハ
ー
ド
で
の
対
策
よ
り
も

ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
危
険
な
場
所
の

災
害
発
生
前
の
規
制
や
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
自
分
が
住
ん

で
い
る
場
所
が
ど
の
よ
う
な
災

害
に
あ
い
や
す
い
場
所
な
の
か

学
ぶ
な
ど
自
治
体
だ
け
で
な
く

住
民
も
防
災
・
減
災
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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今
年
は
熊
本
で
の
地
震
や
、
千
葉
で
の

豪
雨
水
害
な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が

多
発
し
て
い
る
。
各
自
治
体
に
お
け
る
災

害
対
応
の
現
場
を
見
渡
し
た
と
き
、
財
政

上
の
理
由
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
が
増

加
し
、
今
や
全
体
の
約
半
数
を
占
め
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
に
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
も
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
と
現
業
職
員
の
定
数
確
保
・
正
規
職
員

で
の
配
置
に
つ
い
て
、
改
め
て
各
単
組
の

取
り
組
み
の
強
化
を
要
請
す
る
。

　

ま
た
、
課
題
の
解
決
に
は
現
場
の
取
り

組
み
だ
け
で
な
く
、
制
度
や
予
算
の
裏
付

け
が
必
要
と
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
の
声
を
議
会
や
国
政
に
届
け
て
く
れ
る

議
員
の
存
在
が
重
要
だ
。
来
年
４
月
に
は

統
一
自
治
体
選
挙
が
控
え
て
お
り
、推
薦
・

協
力
議
員
全
員
の
勝
利
を
め
ざ
そ
う
。

　

最
後
に
「
労
働
組
合
と
は
何
か
」「
自

治
労
の
役
割
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
こ

の
１
年
間
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
労
働
組

合
が
掲
げ
る
権
利
や
処
遇
の
改
善
要
求

は
、
単
な
る
労
働
条
件
の
向
上
に
と
ど
ま

ら
ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
も

寄
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち

は
改
め
て
実
感
し
、
本
日
の
大
会
に
お
い

て
、
代
議
員
・
中
央
委
員
の
活
発
な
議
論

を
お
願
い
す
る
。

産別運動強化を確認した

　

県
本
部
は
10
月
12
日
に
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
第
77
回
定
期
大

会
を
開
催
し
、
代
議
員
・
中
央
委
員
か
ら
の
活
発
な
発
言
を

受
け
、
２
０
２
７
年
度
運
動
方
針
案
を
は
じ
め
５
つ
の
議
案

を
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
・
成
立
し
た
。

　

大
会
は
三
田
市
職
労
の
楢
崎

潔
代
議
員
と
姫
路
市
従
の
植
田

実
代
議
員
を
議
長
に
選
出
。
連

合
兵
庫
を
は
じ
め
と
す
る
労
働

組
合
、
兵
庫
県
や
神
戸
市
、
県

や
各
自
治
体
議
員
、
友
誼
団
体

な
ど
多
く
の
来
ひ
ん
か
ら
あ
い

さ
つ
を
受
け
、議
事
に
移
っ
た
。

　

質
疑
で
は
、
第
４
号
議
案

「
運
動
と
闘
争
の
強
化
に
向
け

た
県
本
部
体
制
・
財
政
の
構
造

改
革
」に
つ
い
て
議
論
が
集
中
。

「
運
動
と
組
織
を
持
続
さ
せ
る

た
め
に
も
組
合
員
の
納
得
と
共

感
が
得
ら
れ
る
取
り
組
み
が
大

切
」「
限
ら
れ
た
財
政
の
な
か
、

優
先
す
べ
き
課
題
に
集
中
す
べ

き
」「
産
別
組
織
の
維
持
は
重

要
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

政
治
闘
争
で
は
、
第
28
回
参

議
院
選
挙
で
組
織
内
の
鬼
木
ま

こ
と
議
員
を
推
薦
す
る
こ
と
、

統
一
自
治
体
選
挙
で
組
織
内
・

推
薦
候
補
の
勝
利
を
め
ざ
す
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

当
面
の
闘
争
方
針
案
で
は
10

月
16
日
を
統
一
闘
争
と
す
る
現

業
公
企
第
２
次
闘
争
や
11
月
13

日
と
20
日
を
行
動
日
と
し
て
配

置
す
る
確
定
闘
争
、
来
年
１
月

末
の
反
行
革
・
予
算
要
求
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
全
体
で
意
思

統
一
を
は
か
っ
た
。

　

今
回
の
大
会
で
は
評
議
会
選

出
の
執
行
委
員
に
つ
い
て
、
新

た
に
公
企
評
よ
り
神
戸
市
従
の

余
膳
正
幸
さ
ん
、
衛
生
医
療
評

の
澤
田
拓
実
さ
ん
の
辞
任
に
よ

り
八
鹿
病
院
職
組
の
花
井
健
裕

さ
ん
、
書
記
局
選
出
の
荒
西
正

和
さ
ん
の
辞
任
に
よ
り
山
中
一

慶
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

　

８
月
の
自
治
労
第
１
０
０
回

大
会
で
、
２
年
後
の
参
議
院
選

挙
に
向
け
て
た
た
か
う
決
意
を

確
認
し
て
い
た
だ
い
た
。
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
現
場
が
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
る
中
、
組
織
内
議

員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ

く
奮
闘
し
て
い
く
決
意
だ
。

　

熊
本
地
震
で
は
多
く
の
仲
間

が
支
援
に
か
け
つ
け
た
。
現
地

か
ら
は
感
謝
の
声
と
と
も
に
、

継
続
的
な
支
援
を
求
め
る
声
も

寄
せ
ら
れ
た
。
一
方
で
、
支
援

に
行
き
た
く
て
も
職
場
の
状
況

が
そ
れ
を
許
さ
な
い
と
い
う
問

題
も
あ
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る

と
も
大
き
な
課
題
だ
。
こ
う
し

た
状
況
を
打
破
す
る
こ
と
が
、

私
の
最
大
の
任
務
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

国
政
で
は
、
平
和
と
民
主
主

義
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
来
春
の
通
常
国
会

で
は
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
関
連

法
案
や
対
外
情
報
庁
の
創
設
が

提
案
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
私
た

ち
の
生
活
や
人
権
に
踏
み
込
む

こ
れ
ら
の
動
き
を
、
何
と
し
て

も
押
し
止
め
て
い
き
た
い
。

　

来
年
４
月
の
統
一
自
治
体
選

挙
で
は
、
地
域
か
ら
中
央
の
政

治
を
変
え
て
い
く
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
会

で
確
認
し
た
方
針
を
胸
に
、
明

日
か
ら
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出

し
て
ほ
し
い
。

の
は
、
深
刻
な

人
員
不
足
だ
。

災
害
時
に
は
自

治
体
間
協
定
に

基
づ
い
て
助
け

合
う
仕
組
み
が

あ
る
が
、
そ
れ

す
ら
十
分
に
機

能
し
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
若
者
の
離

職
率
が
高
い
こ

公営企業評議会選出

余膳 正幸さん
（神戸市従）

衛生医療評議会選出
花井 健裕さん
（八鹿病院職組）

県本部書記局選出

山中 一慶さん
（県本部直属支部）

決意を述べる鬼木まことさん

尾西委員長

それでも毎日乗り越える！

大  植　賢（豊岡市職労）

新執行委員の紹介

４日　秋期闘争勝利！青年女性決起集会
� （ひょうご共済会館）
４日　2026確定闘争勝利！ 県本部決起集会
� （神戸市教育会館）
５日　近畿地連定期総会
� （メリケンパークオリエンタルホテル）
11日　政治学習会（ウェブ開催）
17日　県本部人権研修会（ウェブ開催）

当面の日程

運動と組織の改革を進める
構造改革、多くの単組が発言

第　

77　

回

県
本
部
大
会

政
治
闘
争
の
重
要
性
確
認

人
員
不
足
の
解
消
求
め
る

鬼
木
参
議
院
議
員
が
来
ひ
ん
あ
い
さ
つ

委員長あいさつ

労
働
組
合
の
役
割
確
認
し
よ
う

処
遇
改
善
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る



　　自治労兵庫県本部  （1993年９月６日　第三種郵便物認可）	 １ ７ ０ ６ 号　２ ０ ２ ６ 年 １ １ 月 １ 日　　（�）

全労済自治労共済本部資料より引用

・
単
組
財
政
が
厳
し
く
、
専
従

役
員
も
減
ら
し
て
き
た
。
県
財

政
悪
化
に
よ
っ
て
、
今
後
合
理

化
も
想
定
さ
れ
る
。
た
た
か
う

態
勢
を
維
持
す
る
た
め
支
援

を
。（
田
路
代
議
員
・
県
職
労
）

・
組
合
員
拡
大
は
、
組
織
全
体

で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
導

入
を
進
め
て
欲
し
い
。（
久
保

代
議
員
・
尼
崎
市
職
労
）

・
交
通
産
業
の
人
員
不
足
は
、

賃
金
を
上
げ
に
く
い
構
造
に
加

え
過
酷
な
労
働
環
境
・
勤
務
形

態
に
起
因
す
る
。
交
通
産
業
全

体
の
連
帯
を
支
え
る
産
別
組
織

を
維
持
し
、
公
共
交
通
の
未
来

を
守
り
抜
く
決
意
だ
。（
山
本

代
議
員
・
神
戸
交
通
労
組
）

・
執
行
部
の
立
て
直
し
を
は
か

り
、
新
規
採
用
組
織
化
、
病
院

の
指
定
管
理
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
そ
れ
で
も
組
合
脱
退

は
出
て
く
る
。
単
組
が
見
え
る

構
造
改
革
を
。（
吉
田
代
議
員
・

高
砂
市
職
）

・
他
単
組
と
交
流
で
き
る
場
が

「
組
織
集
会
」
の
み
。
単
組
間

交
流
な
く
し
て
団
結
強
化
は
は

か
れ
な
い
。
運
動
を
低
下
さ
せ

な
い
取
り
組
み
と
、
さ
ら
な
る

財
政
削
減
の
努
力
を
。（
藤
原

代
議
員
・
豊
岡
市
職
労
）

・
県
本
部
の
運
動
と
組
織
を
持

続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
改
革

が
必
要
。
組
合
員
の
減
少
に
伴

い
、
財
政
も
厳
し
く
な
る
中
、

組
合
員
の
納
得
と
共
感
を
得
ら

れ
る
取
り
組
み
が
大
切
。（
吹

田
代
議
員
・
神
戸
市
従
）

・
職
場
オ
ル
グ
の
み
で
な
く
、

行
事
や
交
流
を
通
し
て
組
合
員

が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
大
切

に
し
て
い
る
。
八
鹿
病
院
で
も

「
病
院
の
あ
り
方
検
討
」
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
情
報
共
有
な

ど
の
取
り
組
み
が
必
要
。（
高

藤
・
八
鹿
病
院
職
組
）

・
組
織
率
、
県
本
部
支
援
な
ど

に
濃
淡
が
あ
る
。
そ
う
し
た
実

態
を
反
映
し
て
ほ
し
い
。（
浜

松
代
議
員
・
た
つ
の
市
労
連
）

・
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
は
、

賃
金
・
労
働
条
件
・
職
場
改
善
を

最
優
先
し
、
他
の
活
動
は
減
ら

す
べ
き
。
構
造
改
革
は
、
も
っ

と
議
論
を
深
め
て
ほ
し
い
。（
村

上
代
議
員
・
南
あ
わ
じ
市
職
労
）

・
来
年
４
月
の
統
一
自
治
体
選

挙
で
は
、
北
上
哲
仁
さ
ん
を
推

薦
し
て
取
り
組
む
。
支
援
を
。

（
白
川
代
議
員
・
川
西
市
職
労
）

・
今
年
の
学
童
保
育
利
用
者
は

２
２
０
０
人
を
超
え
、
市
独
自

の
指
導
員
の
配
置
基
準
も
満
た

さ
れ
て
い
な
い
。
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
に
向
け
て

正
規
職
員
も
と
も
に
た
た
か
っ

て
欲
し
い
。（
西
尾
代
議
員・
い

た
み
指
労
）

・
組
合
に
何
の
説
明
も
な
く
、

「
学
校
給
食
の
民
間
委
託
」
が

報
道
さ
れ
た
。
組
合
は
反
対
の

方
針
で
交
渉
や
署
名
な
ど
に
取

り
組
む
一
方
、
条
件
面
の
協
議

も
続
け
て
い
る
。
当
局
と
委
託

会
社
の
説
明
に
は
乖
離
が
あ

る
。
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
。

（
古
角
代
議
員
・
加
西
ク
ロ
ー

バ
ー
労
組
）

・
夏
休
み
に
待
機
児
童
を
民
間

で
受
け
入
れ
る
と
い
っ
て
い
た

が
、
蓋
を
あ
け
る
と
12
校
の
内

８
校
を
直
営
で
対
応
し
て
ほ
し

い
と
い
わ
れ
た
。
急
き
ょ
担
当

課
と
条
件
交
渉
し
た
が
、
不
安

を
抱
え
た
ま
ま
実
施
さ
れ
た
。

市
長
は「
市
民
サ
ー
ビ
ス
第
一
」

と
い
う
が
、
そ
の
た
め
に
は
職

員
の
条
件
が
大
切
で
あ
る
。（
安

里
代
議
員
・
尼
嘱
託
労
）

・
昨
年
の
確
定
闘
争
で
は
、
①

地
域
手
当
の
据
え
置
き
②
会
計

年
度
職
員
の
削
減
が
示
さ
れ

た
。
職
場
集
会
、
組
織
内
議
員

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行

い
、
地
域
手
当
は
国
通
り
引
き

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
計

年
度
は
全
て
の
職
員
を
守
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
組
合

員
の
雇
用
継
続
は
実
現
し
た
。

（
青
野
代
議
員
・
丹
波
篠
山
市
職

労
）

・
前
回
市
議
選
で
組
織
内
の
吉

田
秀
夫
が
惜
敗
し
、
こ
の
３
年

半
、
市
議
会
に
現
場
の
声
を
届

け
ら
れ
な
い
不
安
を
実
感
し
て

き
た
。
再
選
に
向
け
精
い
っ
ぱ

い
頑
張
る
。（
弓
田
代
議
員
・
明

・
新
採
へ
の
資
料
に
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
、
組
合
員
不
在
の

部
署
か
ら
の
加
入
に
繋
が
っ

た
。交
流
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
、

病
院
統
合
説
明
会
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
講
座
等
を
開
催
し
、
組
織

強
化
に
努
め
た
。
専
従
役
員
の

削
減
、役
員
の
高
齢
化
も
あ
り
、

情
報
発
信
の
あ
り
方
な
ど
を
見

直
し
、組
織
拡
大
に
取
り
組
む
。

（
中
野
代
議
員
・
県
職
労
）

・
自
治
体
の
事
務
負
担
軽
減
に

向
け
、
国
保
連
合
会
の
役
割
強

化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
市
町
の
委
託
費
抑

制
、
財
源
安
定
化
が
期
待
さ
れ

る
。
職
員
の
労
働
条
件
悪
化
や

残
業
増
加
を
招
か
な
い
よ
う
協

議
し
て
い
き
た
い
。（
松
本
代

議
員
・
国
保
労
組
）

・
高
砂
市
民
病
院
の
指
定
管
理

者
制
度
へ
の
移
行
に
向
け
、
反

対
の
立
場
を
維
持
し
つ
つ
条
件

交
渉
を
行
い
、
現
給
保
障
の
内

容
や
保
障
期
間
の
改
善
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も

現
場
の
声
を
重
視
し
、
粘
り
強

い
交
渉
を
続
け
て
い
く
。（
堀

毛
中
央
委
員
・
高
砂
市
職
）

石
市
職
労
）

・
公
共
民
間
職
場
の
組
織
化
の

取
り
組
み
と
し
て
、「
労
災
休

業
補
償
の
上
乗
せ
制
度
」
を
創

設
し
て
ほ
し
い
。
公
共
民
間
職

場
で
は
、
業
務
上
の
負
傷
で
休

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
際
、
労

基
法
に
基
づ
き
６
割
、
８
割
の

補
償
し
か
な
い
。
そ
の
隙
間
を

埋
め
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
で
き

な
い
か
。
共
済
等
に
民
間
労
組

の
視
点
も
入
れ
、
組
織
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
。（
青
野
代
議
員
・

尼
崎
社
協
労
組
）

・
新
規
採
用
が
な
く
、
人
員
減

少
が
続
く
中
、
65
歳
以
降
も
雇

用
す
る
よ
う
訴
え
て
き
た
。
昨

年
の
秋
闘
で
は
、
県
本
部
、
ブ

ロ
ッ
ク
に
も
応
援
い
た
だ
き
、

全
員
待
機
交
渉
の
末
、
定
年
者

の
再
雇
用
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
単
年
度
で
は
あ
る

が
、
全
員
待
機
で
組
合
の
存
在

感
を
示
せ
た
こ
と
が
力
に
な
っ

た
。（
坂
本
代
議
員
・
尼
崎
競
艇

労
組
）

北池書記長

　

加
西
の
委
託
は
、
当
局
の
対

応
は
不
誠
実
、
労
使
協
議
が
必

要
。
学
童
職
場
は
、
指
導
員

が
い
て
こ
そ
現
場
が
成
り
立

つ
。
環
境
改
善
を
し
っ
か
り
訴

え
た
い
。
尼
崎
競
艇
、
丹
波
篠

山
の
発
言
で
は
、
組
合
員
に
広

げ
た
運
動
が
前
進
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
会
計

年
度
は
、
制
度
的
に
た
た
か
い

に
く
い
状
況
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
が
、
総
務
省
通
知
や
現
場
実

態
か
ら
運
動
す
る
こ
と
が
大
切

だ
。
公
共
民
間
の
組
織
化
は
、

提
案
い
た
だ
い
た
内
容
も
検
討

し
進
め
て
い
き
た
い
。

　

政
治
闘
争
の
発
言
が
複
数
の

単
組
か
ら
あ
っ
た
。
統
一
自
治

体
選
挙
の
日
程
も
決
ま
っ
た
。

県
本
部
は
組
織
内
・
推
薦
の
当

選
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。

　

構
造
改
革
に
つ
い
て
多
く
の

単
組
か
ら
発
言
い
た
だ
い
た
。

県
職
労
支
部
と
単
組
の
連
携
の

提
起
は
受
け
止
め
た
い
。
ユ
ニ

オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
は
労
働
基
本
権

回
復
と
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
が

必
要
。
組
織
強
化
・
拡
大
の
取

り
組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
発

言
い
た
だ
い
た
と
認
識
し
て
い

る
。
単
組
支
援
の
強
化
、
組
織

集
会
や
県
本
部
大
会
な
ど
で
意

義
あ
る
議
論
が
で
き
る
よ
う
努

め
る
。
県
本
部
へ
の
結
集
を
お

願
い
す
る
。

執
行
部
答
弁

組合員が参加する運動を
報告・方針に対し20人が発言

「
構
造
改
革
」へ
の
質
疑

運
動
方
針
へ
の
質
疑

活
動
報
告
の
発
言


